
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
に
玉
井
市
長
が
示
し
た
新
年
度
の
施
政
方
針
と
具
体
的
な
施
策
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ン
ジ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
未あ

す来
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
で
き
る
よ
う

好
機
を
掴
み

　
　
挑
戦
し 

変
革
す
る

持
続
可
能
な
西
条
へ

　
令
和
元
年
度
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
参
画
い
た
だ
き
、「
第
２
期
西
条
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
第
２
期
西
条
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
）」

の
策
定
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
今
後
「
み

ん
な
で
実
現
し
よ
う
！
　
持
続
可
能
な
西

条
市
（
西
条
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
）」
を

達
成
目
標
と
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
働

き
が
い
の
創
出
・
経
済
活
力
の
維
持
、
経

営
感
覚
の
あ
る
行
財
政
運
営
の
実
践
に
重

点
を
置
き
、
あ
る
べ
き
地
域
自
治
の
姿
を

見
据
え
な
が
ら
、
各
種
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

挑
戦
し
続
け
た
１
年

　
令
和
元
年
度
を
振
り
返
る
と
、
ま
ず
は

15
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
松
山
市
へ

の
分
水
問
題
に
一
区
切
り
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
市
民
主
役
の
西
条
」

の
実
現
に
向
け
て
は
、
市
内
３
地
区
で
地

域
自
治
組
織
が
設
立
さ
れ
、
ほ
か
７
地
区

で
も
新
た
な
設
立
に
向
け
た
動
き
が
見
ら

れ
て
い
ま
す
。「
住
み
た
い
西
条
」
の
実

現
に
向
け
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
新
た
に

西
消
防
署
河
北
出
張
所
の
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。「
市
民
と
進
め
る
行
財
政
改

革
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
将
来
世
代
に

過
度
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
こ
れ
ま
で
先
送
り
さ
れ
て
き
た
諸
課

題
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
た
。「
夢
が
持
て
る
ま
ち
西
条
」
の
実

現
に
向
け
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
選
手
の
合
宿
誘
致
な
ど
に
注
力
し

て
き
た
ほ
か
、
昨
年
７
月
に
は
「
ア
ウ
ト

ド
ア
オ
ア
シ
ス
石
鎚
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。「
つ
な
が
り
広
が
る
西
条
」
の
実

現
に
向
け
て
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
つ
い
て
、
移
住
施
策
な
ど
の
他

分
野
の
政
策
と
の
間
で
相
乗
効
果
を
発
揮

し
始
め
、
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
全
国
１
位
な
ど
の
実
績
を
獲
得
で
き

ま
し
た
。

未あ

す来
に
向
け
て
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ

　　
市
長
就
任
以
来
、
都
市
間
競
争
に
お
け

る
「
生
き
残
り
」
で
は
な
く
「
勝
ち
残
る

ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
自
身
の
任
期
を
陸

上
競
技
の
三
段
跳
び
に
例
え
、
任
期
の
最

終
年
と
な
る
新
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
ホ

ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
の
流
れ
か
ら
、
未あ

す来
に

向
け
て
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
１
年
と
し

て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
当
市
が
未あ

す来
の

繁
栄
に
向
け
て
大
き
く
躍
動
で
き
る
よ
う

「
３
Ｃ
（
チ
ャ
ン
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

チ
ェ
ン
ジ
）」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
好
機
を
掴つ

か
み
、
挑
戦
し
、
変
革
す
る
」

こ
と
を
強
く
意
識
し
、
住
民
福
祉
の
増
進

に
向
け
て
全
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
て
ヒ
ト
・
モ
ノ

・
カ
ネ
な
ど
の
資
源
が
限
ら
れ
る
中
、
今

後
は
い
か
に
市
民
と
の
協
働
を
図
り
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
体
制
を
構

築
し
て
い
く
の
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
既
存

の
部
署
や
取
り
組
み
の
枠
組
み
に
こ
だ
わ

る
こ
と
な
く
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に

生
か
す
「
政
策
間
連
携
」
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
当
市
の
未
来
に

可
能
性
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

施政方針の全文は市ホーム
ページに掲載しています。
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令和２年度　西条市施政方針

　
令
和
２
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
低

負
担
高
福
祉
か
ら
中
負
担
中
福
祉
へ
の
転

換
、
事
業
の
選
択
と
集
中
、
人
口
構
造
の

変
化
に
対
応
し
た
事
業
転
換
、
事
業
規
模

の
適
正
化
と
実
施
時
期
の
平
準
化
を
基
本

に
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

1 

健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

▼
健
康
無
関
心
層
へ
健
康
情
報
を
届
け
る

「
健け

ん
こ
う幸

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
の
養
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
先
進
的
な
技
術
を
活
用
し
た
「
Ａ
Ｉ
ケ

ア
プ
ラ
ン
」
を
試
験
的
に
導
入
し
、
介

護
人
材
不
足
の
解
消
や
高
齢
者
の
重
度

化
防
止
な
ど
を
図
り
ま
す
。

▼
老
朽
化
が
進
む
西
条
児
童
館
の
建
て
替

え
に
向
け
、
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
す
。

▼
医
師
確
保
奨
学
金
貸
付
制
度
の
利
用
促

進
な
ど
を
通
じ
、
持
続
可
能
な
地
域
医

療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

2
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

▼
西
条
市
地
下
水
保
全
協
議
会
に
お
い
て

有
識
者
と
協
議
・
検
討
を
重
ね
、
地
下

水
保
全
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
公
共
下
水
道
事
業
会
計
を
企
業
会
計
へ

移
行
し
、
事
業
計
画
の
見
直
し
や
料
金

改
定
も
視
野
に
入
れ
、
将
来
に
わ
た
る

持
続
可
能
な
経
営
を
確
保
し
ま
す
。

1福祉

健康づくりの推進

イベントで漫才を披露

愛媛県在住のお笑い芸人を活
用した「笑い」での健康増
進を推進するほか、「笑いヨ
ガ」による心と体の健康づく
りを推進します。

1福祉

福祉の充実

脳いきいきチェックで早期発見

認知症予防を推進するため、
自身の認知機能の状態を早期
に把握し、適切な保健指導な
どを行い、介護予防につなげ
るよう取り組みます。

1福祉

医療体制の充実

命を守る二次救急医療

二次救急医療について、関係
機関との連携を密にしながら
体制維持に努めるとともに、
市立周桑病院の体制強化を図
ります。

1福祉

子育て環境の充実

安心できる子育て環境

妊娠・出産・育児の切れ目な
い支援を目的に「子育て世代
包括支援センター」を新たに
設置。安心して子育てができ
る環境づくりに努めます。

2自然共生

生活環境の整備

道前クリーンセンター

道前クリーンセンターの長寿
命化と延命化を図るため、令
和３年度から本格実施を予定
している、基幹的設備改良に
向けた検討をさらに進めます。

2自然共生

水資源の保全

名水百選「うちぬき」

７月18日・19日に「名水サミ
ットinさいじょう」を開催予
定。地下水保全への市民の意
識と機運を高め、うちぬき文
化のさらなる発展に努めます。
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主要事業1～7の分野で令和２年度に行う主な事業を紹介します



3
快
適
な
都
市
基
盤
の
ま
ち
づ
く
り

▼
令
和
元
年
度
に
改
定
し
た
「
西
条
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
を
基
に
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を

進
め
ま
す
。

▼
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
全
国
的
に
も
先
駆

け
て
令
和
元
年
度
に
策
定
し
た
「
西
条

市
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭化
地
域
計
画
」
を
基
に
、

大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
た
強
靭
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

4
災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
経
年
劣
化
の
進
む
消
防
団
員
装
備
の
更

新
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
道
路
利
用
者
の
安
全
性
お
よ
び
利
便
性

を
確
保
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
道
路

構
造
物
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

5
豊
か
な
心
を
育
む

　
教
育
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

▼
小
中
学
校
校
舎
の
長
寿
命
化
整
備
に
つ

い
て
、
神
拝
小
学
校
の
北
校
舎
、
丹
原

小
学
校
の
校
舎
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

6
活
力
あ
ふ
れ
る

　
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

▼
新
規
就
農
希
望
者
へ
の
支
援
を
行
い
、

地
域
農
業
経
営
基
盤
の
安
定
化
と
農
業

生
産
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

3都市基盤

港湾・河川の整備

平成16年の台風21号による被害

大雨などによる氾濫被害や土
砂流出の危険性が高い河川、
および再度被災する可能性が
高い河川に対し、河川改修事
業を実施します。

3都市基盤

公園・緑地の整備

公園施設の安全性の確保と利
便性の向上を図るため、丹原
中央公園は令和２年度、東部
公園は令和３年度の完成に向
けて整備を進めます。

4安全安心

防災・減災対策の強化

統合後の蔵置所イメージ

老朽化の進行や耐震性能の不
足が課題となる楠河分団の施
設統合を進め、各種災害に迅
速かつ効果的に対応できる体
制を構築します。

3都市基盤

住宅・宅地の整備

（仮称）新泉町団地２区

（仮称）新泉町団地の整備に
ついて、令和元年度に完成し
た１区に続いて２区の完成を
目指し、居住性・耐震性を有
した施設の整備を進めます。

5教育文化

学校教育の充実

ネットワークを活用した授業

国が推進する「G
ギ ガ
IGAスクー

ル構想」の実現へ、小中学校
に高速大容量の情報通信ネッ
トワークを整備。情報活用能
力向上へ環境整備を進めます。

4安全安心

交通安全対策の
推進

安心して通学できる環境へ

小学校周辺の舗装の打ちかえ
に合わせた外側線の引き直し
など、通学路の安全対策を重
点的に実施します。

丹原中央公園の芝張りイベント
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主要事業

▼
事
業
継
承
や
人
材
の
確
保
、
生
産
性
の

向
上
な
ど
、
中
小
企
業
が
抱
え
る
経
営

課
題
が
複
雑
多
様
化
す
る
こ
と
を
背
景

に
、
企
業
支
援
全
般
を
担
う
産
業
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
確
立
し
ま
す
。

▼
令
和
元
年
度
に
開
催
し
た
「
え
ひ
め
さ

ん
さ
ん
物
語
」
を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
愛
媛

県
や
関
係
団
体
と
と
も
に
「
え
ひ
め
さ

ん
さ
ん
物
語
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
安
定
的
な
人
材
の
確
保
な
ど
、
中
小
企

業
な
ど
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
た
に
地
域
人

材
確
保
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、「
ま
ち
の
人
事
機
能
」
を
確
立

し
ま
す
。

7
構
想
の
実
現
に
向
け
て

▼
県
内
初
と
な
る
「
西
条
市
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
」
を
創
設
し
ま
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し
た
仕
組
み
を
基
に
、

志
を
持
っ
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

事
業
お
よ
び
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

▼
定
型
的
な
業
務
を
対
象
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ

ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
）
を
導
入
し
、
業
務
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
で
自
治
体
業
務
の
働
き

方
改
革
を
推
進
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

6産業振興

農業の振興

整備されたほ場

狭小・不整形農地および耕作
放棄地の解消や、担い手不足
による農業従事者の減少対策
として、ほ場整備事業による
農業基盤整備を実施します。

6産業振興

林業の振興

人工林の整備

森林環境税・森林環境譲与税
が創設されたことを背景に、
温室効果ガス排出削減目標の
達成などを図るため、計画的
な森林経営管理を促進します。

6産業振興

西条の価値や
魅力の向上

都内で行われた移住セミナー

将来的な移住・定住や、交流
・関係人口を獲得するため、
情報発信、移住体験ツアーや
セミナーなどに取り組みます。

6産業振興

観光産業の創出

フォレストアドベンチャー

本谷公園内に誘致した（仮称）
フォレストアドベンチャー西
条がオープンするほか、モン
ベル社と連携し「石鎚　西条
SEA TO SUMMIT」を開催。

7構想実現

経営感覚のある
行財政運営の実践

公共施設の市民ワークショップ

公共施設などの課題を把握・
整理し、長期的な視点で適正
配置と有効活用を検討し、財
政負担軽減を図ります。

7構想実現

地域コミュニティ
活動の促進

移動販売車で買い物困難者支援

協働のまちづくりを推進し、
地域課題の解消に向けて取り
組む活動を、引き続き支援し
ます。
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